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第１章 総 則 

第１ 目的 

   この計画は、水防法（昭和２４年６月４日法律第１９３号）第３３条に基づき、洪水による水害

を警戒し、防御し及びこれによる被害を軽減するため、水防上必要な予報、警報、監視、通信、連

絡並びに水防活動上必要な器具、資材及び設備の整備と運用について定めるものとする。 

 

第２ 水防区域並びに重要水防区域 

 １ 本市の水防区域は次のとおり定める。 

    福川通  延長 ２，５１３ｍ 

    利根川通 延長 ５，４００ｍ  計  ７，９１３ｍ 

水防区域 位      置 距  離 直接担当消防団 協力消防団 摘  要 

第１水防区 
行田市大字北河原、 

酒巻地先 
4,813ｍ 

行田市消防団 

第１０分団 

行田市消防団 

第１２分団 

 

第２水防区 
行田市大字下中条、 

須加地先 
3,100ｍ 

行田市消防団 

第９分団 

行田市消防団 

第８分団 

 

計  7,913ｍ    

   

２ 重要水防区域   

   別添行田市水防管内図等参照 （Ｐ２４～２８、４６、４７） 

  重要度 Ａ 水防上最も重要な区間 （赤色） 

       Ｂ 水防上重要な区間   （黄色） 

 

第３ 水防機構 

 １ 水防本部の組織系統は次による。 

    本市においては、県当局より水防法第１０条第３項（洪水予報）及び第１６条第３項（水防警

報）の通知により洪水の恐れがあると認めたときから洪水の危険が解消するまでの間、又は必要

に応じて水防本部を設置し事態を処理する。本部事務所は行田市役所に置く。 

    また、随時沿岸の行田市須加公民館、北河原公民館に水防支所を設置することができる。 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

２ 水防本部の活動は第１３章 水防配備体制（Ｐ１４～１６）による。 

３ 市に災害対策本部が設置された場合、水防本部は災害対策本部に切り替える。 

 

消防団 

                            総務班 

                              （防災安全課） 

本部長     水防長     副水防長           水害情報班 

（行田市長） （行田市副市長） （行田市消防長）       （管理課） 

              （行田市消防団長）      土木対策班 

               （建設部長）         （道路治水課） 
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第４ 連絡方法 

   水防開始による関係機関との連絡は一般加入電話、無線電話、警察電話等によって行うものとし、

不通のときは伝令によること。 

   ただし、警察電話を使用する時は、緊急、非常の時で他に適当な連絡方法がないときに限る。 

 

第５ 水防訓練 

    令和３年度に、市立須加小学校裏利根川堤防において、水防訓練を実施するものとする。 

 

第６ 市内の住民に対する周知方法 

市内においては、最も有効適切なる方法により住民に周知を図る。（消防自動車及び広報車による

方法、放送施設、警鐘、伝令、警笛等） 

 

第７ 水防信号及び標識 

 １ 信号 

   県指定による下記信号を用いる。 

水  防  信  号 

 警 鐘 信 号 サイレン信号 事   項 

第１信号 ○休止 ○休止 ○休止 
5 秒 15 秒   5 秒 15 秒  5 秒 15 秒 

○－休止  ○－休止  ○－休止 

通報水位に達したことを知

らせるもの 

第２信号 ○－○－○ ○－○－○ 
5 秒 6 秒    5 秒 6 秒  5 秒 6 秒 

○－休止  ○－休止 ○－休止 

水防団員及び消防機関に属

する者の全員が出動すべき

ことを知らせるもの 

第３信号 
○－○－○－○ 

○－○－○－○ 

10 秒 5 秒  10 秒 5 秒  10 秒 5 秒 

○－休止  ○－休止  ○－休止 

当該水防管理団体の区域内

に居住する者が出動すべき

ことを知らせるもの 

第４信号 乱     打 
1 分 5 秒   1 分 5 秒 

○－休止  ○－休止 

必要と認める区域内の居住

者に非難のため立ち退くこ

とを知らせるもの 

備 考 

１ 信号は適宜の時期継続するものとする。 

２ 必要があれば警鐘信号及びサイレン信号を併用するも妨げない。 

３ 危険が去った時は、口頭伝達により周知させるものとする。 
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２ 標識 

   車両の優先通行標識は下記に示す標旗及び赤色の警光灯とする。 

 

知事の定める水防のために出動する車両の標識は、次のとおりとする。 

 

 

 

※寸法は標準となるものであり、用途に応じ、適宜変更しても差し支えない。 

 

第８ 安全配慮 

   洪水等において、消防団員自身の安全確保に留意して水防活動を実施するものとする。 

   水防活動時にはライフジャケットを着用し、通信機器等を携行する。 

   水防活動は原則として複数人で行う。 

   水防活動が長時間にわたるときは、疲労に起因する事故を防止するため、団員を随時交代

させる。 

   現場状況の把握に努め、消防団員の安全を確保するため、必要に応じ、速やかに退避を含

む具体的な指示や注意を行う。 
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第９ 水防作業 

１ 警戒区域の設定 

水防作業のために必要がある場合は、水防管理者（以下[管理者]という。）及び消防機関の長は

警戒区域を設定し、無用の者の立入りを禁止もしくは制限し、またはその区域からの退去を命じ

ることができる。 

 

２ 身分証明書 

   調査および指導等のため、現場に赴く職員は身分証明書を所持しなければならない。 

   水防法第４９条による身分証明書は下記のとおりとする。 

   （表） 

    

                                 第    号 

 

身 分 証 明 書 

 

次の者は、水防法第４９条第１項の規定により必要な土地に立ち入ることが 

できる者であることを証明する。 

  

   職 名 

          氏 名                

                            年  月  日生  

       交  付   年  月  日 

       有効期限   年  月  日から  年  月  日まで 

 

                     行田市長          ㊞ 

 

 

   （裏） 

 

水 防 法 （抜 す い） 

 

第４９条 都道府県知事又は水防管理者は、水防計画を作成するために必要がある 

と認めるときは、関係者に対して資料の提出を命じ、又は当該職員、水防団長、 

水防団員若しくは消防機関に属する者をして必要な土地に立ち入らせることがで 

きる。 

２ 都道府県の職員、水防団長、水防団員又は消防機関に属する者は、前項の規定 

により必要な土地に立ち入る場合においては、その身分を示す証票を携帯し、関 

係人の請求があったときは、これを提示しなければならない。 
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第２章 水防巡視 

第１ 常時 

   消防団員は随時堤防を巡視し、危険箇所があるときには国土交通省利根川上流河川事務所川俣出

張所、行田県土整備事務所に連絡して必要な処置を求めるものとする。 

 

第２ 洪水時 

   氾濫注意水位に達した時、管轄する河川の消防団員は、堤防を絶えず巡視し、漏水又は亀裂等の

発見に努め、異常のあった場合は応急の処置を施すものとする。 

 

第３ 出水時の水防活動状況報告 

   管理者は、情報連絡責任者を定め、水防活動実施の際、下記報告様式にて行田県土整備事務所に

報告する。 

 １ 水防活動実施報告（様式１・Ｐ２２） 

    水防活動の開始時・終結時に報告する。 

亀裂、漏水、越水、洗掘等の状況が生じた場合は逐次、情報収集し、報告する。 

破堤等、重大な状況が生じた場合はすみやかに情報収集し、また情報が入り次第報告する。 

 ２ 活動内容報告（様式２・Ｐ２３） 

    水防活動の終結後に報告する。 

 

 

第３章 洪水予報 

第１ 気象庁が単独で行う予報及び警報 

   熊谷地方気象台が気象業務法第１４条の２第１項により行う水防活動の利用に適合する予報及び

警報は、次のとおりである。 

１ 水防活動用予警報の種類及び基準 

種 類 基      準 

大 雨注意 報 
表面雨量指数基準…１１ 
土壌雨量指数基準…１１７ 

洪 水注意 報 
流域雨量指数基準…大落古利根川流域＝２、星川流域＝７．８、 

忍川流域＝９．９ 
複 合 基 準…星川流域＝（９、６．２）、忍川流域＝（５、７．７） 

大 雨 警 報 
表面雨量指数基準…２５ 
    

洪 水 警 報 
流域雨量指数基準…大落古利根川流域＝２．５、星川流域＝９．８、   

忍川流域＝１２．４ 

大雨特別警報 

指標となる５０年に一度の値 

４８時間雨量３３７ｍｍ、３時間雨量１２４ｍｍ 

土壌雨量指数基準…２１２ 

台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想され、
若しくは、数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により 

大雨になると予想される場合 

※１ 表面雨量指数 ： 短時間強雨による浸水危険度の高まりを把握するための指標で、降った雨

が地中に浸み込まずに地表面にどれだけ溜まっているかを数値化したもの。 
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※２ 土壌雨量指数 ： 降雨による土砂災害発生の高まりを把握するための指標で、降った雨が土

壌中に水分量としてどれだけ溜まっているかを数値化したもの。 

※３ 流域雨量指数 ： 河川の上流域に降った雨により、どれだけ下流の対象地点の洪水危険度が

高まるかを把握するための指標で、河川流域の雨を１㎞四方の格子に分け

て、降った雨水が地表面や地中を通って時間をかけて河川に流れ出し、さ

らに河川に沿って流れ下る量を数値化したもの。 

※４ 複 合 基 準 ： 表面雨量指数と流域雨量指数を組み合わせた基準。 

 

第２ 国土交通大臣と気象庁長官が共同して行う洪水予報 

   水防法第１０条第２項及び気象業務法第１４条の２第２項により、国が管理する河川のうち、洪

水予報及び警報を行う河川は次のとおりである。 

 １ 洪水予報を行う河川                           （単位：ｍ） 

予 報 

区域名 

 

河川名 

 

洪 水 予 報 実 施 区 域 

洪水予報

基準水位

観 測 所 

氾濫注意 

水位

(警戒水位) 

避難判断

水位 

氾濫危険 

水位 

(洪水特別警戒水位) 

利根 

川上 

流部 

利根川 

左岸 

群馬県伊勢崎市柴町字小泉１５

５５番地先から 茨城県猿島郡

境町字北野１９２０番地先まで 

八斗
やった

島
じま

 

 

１．９０ 

 

３．９０ 

 

４．８０ 

右岸 

群馬県佐波郡玉村町大字小泉字

飯玉前７０番６地先から 

江戸川分派点まで 

栗橋 

 

５．００ 

 

 

６．９０ 

 

 

８．８０ 

 

発   表   者 発 表 機 関 

国土交通大臣 

気 象 庁 長 官 

国土交通省関東地方整備局 

気象庁予報部 

 

２ 洪水予報の種類 

洪水の危険

度のレベル 

洪水予報の標題 

(洪水予報の種類) 
水位の名称 解   説 住民に求める行動等 

レベル５ 氾濫発生情報 

（洪水警報） 

（氾濫の発生） ― ・逃げ遅れた住民の救助等 

・住民の避難完了 

・新たに氾濫が及ぶ区域住民 

の避難誘導 

レベル４ 氾濫危険情報 

（洪水警報） 

氾濫危険水位 

から 

氾濫発生 

避難等の氾濫の発生 

に対する対応を求め 

る段階 

・市は避難勧告等の発令を判 

断 

レベル３ 氾濫警戒情報 

（洪水警報） 

避難判断水位 

から 

氾濫危険水位 

避難の準備等の氾濫 

の発生に対する警戒 

を求める段階 

・市は避難準備・高齢者等 

避難開始の発令を判断 
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レベル２ 氾濫注意情報 

（洪水注意報） 

氾濫注意水位 

から 

避難判断水位 

消防団員が出動して 

水防活動を行う目安 

となる水位 

・住民は洪水に関する情報に 

注意 

レベル１ （発表なし） 水防団待機水位 

から 

氾濫注意水位 

消防団員が水防活動 

の準備を始める目安 

となる水位 

・消防団員待機 

 

３ 情報の伝達 

   埼玉県から水防法第１０条第３項に基づく通知（洪水予報）を受けたときは、関係部署に伝達す 

るものとし、連絡系統は別表第１（Ｐ１８）による。 

 

第４章 水防警報 

第１ 国土交通大臣が行う水防警報 

１ 河川名及びその区域 

水 系 河 川 
基準水位 

観 測 所 
水 防 警 報 区 域（右岸） 

発 表 を 

行 う 者 

利根川 利根川 

八斗
やった

島
じま

 
自：群馬県佐波郡玉村町大字小泉字飯玉前 70 番 6地先 

至：熊谷市俵瀬チ通 780 番 1 地先 

利根川上流 

河川事務所 

川俣 
自：行田市大字北河原字立野 1611 番 1 地先 

至：加須市旗井字堤外 2059 番 5 地先 
〃 

栗橋 
自：久喜市栗橋町北２丁目 3386 番 3 地先 

至：茨城県猿島郡五霞町大字山王字堀切 1278 番 3 地先 
〃 

 

２ 水防警報の対象となる基準観測所                     （単位：ｍ） 

河川名 観測所名 地  先  名 

水防団待機 

水位 

 (通報水位） 

氾濫注意 

水位 

 (警戒水位） 

氾濫危険 

水位 

(洪水特別警戒水位) 

利根川 八斗
や っ た

島
じま

 群馬県伊勢崎市八斗島町 0.80 1.90 4.80 

〃 川俣 群馬県邑楽郡明和町大字川俣 1.60 3.20 - 

〃 栗橋 久喜市栗橋 2.70 5.00 8.80 

 

３ 情報の伝達 

    埼玉県から水防法第１６条第３項に基づく通知（水防警報）を受けたときは、関係部署に伝達

するものとし、連絡系統は別表第１（Ｐ１８）による。 
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第２ 知事が行う水防警報 

１ 河川名及びその区域 

水 系 河川 
基準水位 

観 測 所 

水 防 警 報 区 域 延長 

(ｍ) 左  岸 右  岸 

利根川 福川 井
い

殿
どの

橋
はし

 

自：熊谷市西野字村 478-3 

地先（井殿橋上流端） 

至：行田市大字北河原 

（利根川合流点） 

自：熊谷市西野字堀之内 460-1 

地先（井殿橋上流端） 

至：行田市大字北河原 

（利根川合流点） 

6,800 

 

２ 水防警報の対象となる基準観測所 

河川名 観測所名 地 先 名 
水防団待機水位 

（通報水位） 

氾濫注意水位 

（警戒水位） 

氾濫危険水位 

(洪水特別警戒水位) 

福川 井殿橋 熊谷市西野字宮前 ＹＰ．２５．５０ ＹＰ．２７．２０ ＹＰ．２８．１６ 

 

３ 情報の伝達 

    埼玉県から水防法第１６条第３項に基づく通知（水防警報）を受けたときは、関係部署に伝達

するものとし、連絡系統は別表第１（Ｐ１８）による。 

 

第３ 水防警報の種類 

種類 内        容 発 表 基 準 

待機 １．出水あるいは、水位の再上昇等が予想される場合に、

状況に応じて直ちに水防機関が出動できるように待機

する必要がある旨を警告するもの。 

２．水防機関の出動期間が長引くような場合に、出動人

員を減らしても差し支えないが、水防活動をやめるこ

とはできない旨を警告するもの。 

 気象予報・警報等及び河川状況によ

り、特に必要と認めるとき。 

準備 水防に関する情報連絡、水防資器材の整備、水門機能

等の点検、通信及び輸送の確保等に努めるとともに、水

防機関の準備をさせる必要がある旨を警告するもの。 

雨量、水位、流量、その他の河川状

況により、必要と認めるとき。 

出動 水防機関が出動する必要がある旨を警告するもの。 洪水注意報等により警戒水位を超え

るおそれがあるとき、または水位、流

量などその他河川状況により、必要と

認めるとき。 

指示  水位、滞水時間その他水防活動上必要な状況を明示す

るとともに、越水、漏水、法崩れ、亀裂その他河川状況

により警戒を必要とする事項を指摘して警戒するもの。 

洪水警報等により、または既に警戒

水位を超え、災害の起こるおそれがあ

るとき。 
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解除 水防活動を必要とする出水状況が解消した旨及び当該

基準水位観測所名による一連の水防警戒を解除する旨を

通告するもの。 

 水位が警戒水位以下に下降したと

き、または、水防作業を必要とする河

川状況が解消したと認めるとき。 

※地震による堤防の漏水、沈下等の場合は、上記に準じて水防警報を発表する。 

 

第５章 水位情報の通知及び周知 

水防法第１３条により知事が行う水位情報の通知及び周知については、次のとおりである。なお、

氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）とは、水防管理者が行う避難勧告等を判断する目安となる水位で

ある。 

 

１ 知事が行う水位情報の通知及び周知 

 ⑴ 河川名及びその区域 

水 系 河川 
基準水位 

観 測 所 

水 防 警 報 区 域 延長 

(ｍ) 左  岸 右  岸 

 

 

利根川 

小山川 

栗崎 

自：児玉郡美里町大字下児玉 1256

地先（東橋下流端） 

至：深谷市榛沢字西河原 295-2 

地先 

自：児玉郡美里町大字下児玉 1095

地先（東橋下流端） 

至：深谷市西田 591 地先 

（志戸川合流点） 
13,655 

内ヶ島 

自：深谷市榛沢字西河原 295-2 

  地先 

至：深谷市高島 50-1 地先  

   （新明橋下流端） 

自：深谷市西田 591 地先 

（志戸川合流点） 

至：深谷市石塚 629-1 地先 

（新明橋下流端） 

福川 井
い

殿
どの

橋
はし

 

自：熊谷市西野字村 478-3 

地先（井殿橋上流端） 

至：行田市大字北河原 

（利根川合流点） 

自:熊谷市西野字堀之内 460-1地先 

（井殿橋上流端） 

至：行田市大字北河原 

（利根川合流点） 

6,800 

 女堀川 今井大橋 

自：本庄市今井 205-19 

  地先 

至：深谷市西田地先  

   （小山川合流点） 

自：本庄市四方田 143-2 

  地先 

至：深谷市西田地先  

   （小山川合流点） 

6,300 

 

  ⑵ 氾濫危険水位（洪水特別警戒水位） 

河川名 観測所名 
氾濫危険水位 

（洪水特別警戒水位） 

小山川 
栗 崎 ＹＰ．６１．６５ 

内ヶ島 ＹＰ．３８．７０ 

福川 井殿橋 ＹＰ．２８．１６ 

女堀川 今井大橋 ＹＰ．６７．５０ 
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２ 水位情報通知の様式 

   県管理河川においての通知様式は「水位情報通知］（Ｐ３５）のとおりである。 

 

３ 情報の伝達 

 埼玉県から水防法第１３条第２項及び第３項に基づく通知（水位情報通知）を受けた時は、関係

部署に伝達するものとし、連絡系統は別表第１（Ｐ１８）による。 

 

第６章 水位の通報 

第１ 気象の通報（雨量その他） 

  ⑴ 県から気象通報のあった時は、管理者から消防本部に加入電話にて連絡する。 

  ⑵ 行田県土整備事務所、国土交通省利根川上流河川事務所川俣出張所、水資源機構利根導水総合

事業所等に連絡して奥利根方面の気象状況並びに降雨状況等の情報収集に努める。 

 

第２ 水位通報 

   水位通報（北河原量水標４ｍ５０）は、第１水防区長において行うものとする。第１水防区長は

あらかじめ量水標監視員、水位通報担当者を定めておき、管理者及び第２水防区長に通報する。 

 

 水位通報の間隔は、 

 １ 水位通報に達したとき（北河原量水標４ｍ５０） 

２ 以後、通報水位を下回るまでの間 1時間毎に通報を続ける。 

３ 氾濫注意水位に達したとき 

４ 最高水位に達したとき 

５ 氾濫注意水位を下回ったとき 

６ 通報水位を下回ったとき 

７ 急激に水位上昇したとき 

 

第３ 警戒水位及び出動水位 

  ⑴ 利根川 

量水標名 
氾濫注意水位 

（警戒水位） 

氾濫危険水位 

（洪水特別警戒水位） 
堤上一致 

北河原（福川水門下流） ５ｍ００ ６ｍ００ ８ｍ３５４ 

 

⑵ 福川 

水位標名 
水防団待機水位 

（通報水位） 

氾濫注意水位 

（警戒水位） 

氾濫危険水位 

（洪水特別警戒水位） 

井殿橋（熊谷市西野字宮前） ＹＰ．２５．５０ ＹＰ．２７．２０ ＹＰ．２８．１６ 
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第７章 出 動 

第１ 出動準備 

   水防長又は副水防長は増水の恐れのある場合は、氾濫注意水位に達せずとも現場に出張し状況を

実査し、警戒防御上遺憾のないよう処理する。 

   消防団員出動に際しては、雨具、ヘッドランプ及びスコップ等を用意すること。 

 

第２ 出動順序 

   水防長は、水防法第１０条第３項（洪水予報）及び第１６条第３項（水防警報）の通知により洪

水の恐れがあると認めたときから洪水の危険が解消するまでの間、詰所を開き、差当り地元消防団

員を下記のとおり出動せしめ、警戒すると同時にその旨本部長に急報する。 

   水防中は、詰所に標旗をたて、夜間は点灯するものとし、連絡用に無線機を配置する。 

 

水防区 

 

詰   所 

出動人員 

水自４ｍ５０ 

位至５ｍ００ 

出動人員 

水自５ｍ００ 

位至５ｍ５０ 

出動人員 

水自５ｍ５０ 

位至６ｍ００ 

 

水防区長 

第１ 
酒巻詰所 

（酒巻水防倉庫） 
４人 １０人 ３５人 

行田市消防団 

第１０分団長 

第２ 
須加詰所 

（須加水防倉庫） 
４人 １０人 ３５人 

行田市消防団 

第９分団長 

計  ８人 ２０人 ７０人  

  備考：協力消防団は、水位が５ｍ５０を超えた場合は出動する。 

 

第３ 待機・出動・他市消防団の応援要請 

水位６ｍ以上に達した時は、全消防団員を待機させ、なお増水見込みのある時は、全員の出動を

命じ、更に必要と認めるときは、本部長は行田県土整備事務所長と協議し、すみやかに他市消防団

の応援出動を要請するものとする。消防団が現場に到着したときは、直ちに詰所に届出て指定の警

戒防御に従事するものとする。 

 

第４ 通信関係途絶の処理 

   各水防区においては、通信関係途絶の際を考慮して、あらかじめ適切なる方法を計画しておくも

のとする。 

 

第８章 居住者等の水防義務 

 管理者は水防のため必要があるときは、その区域内に居住する者又は水防現場にいる者を水防作業

に従事させることができる。 
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第９章 水防用設備、資材、器具 

第１ 詰所及び器具倉庫の位置 

水防区 詰 所、位 置 器具材料倉庫位置 

第１ 
酒巻（酒巻量水標ヶ所） 大字酒巻字宅地１９０１－１地先 

下中条（治子神社境内） 大字下中条字下元屋敷１６５４－１地先 

第２ 
須加（須加小学校西） 大字須加字中郷４５６０－４地先 

舟戸（元羽生領用水取入口ヶ所） 大字須加字舟戸４７９５地先 

  ただし、水防中必要があるときは、臨時詰所を置くことができる。 

 

第２ 各備付器具材料 

   別表第２ 資材保管状況表（Ｐ１９）のとおりである。 

 

第１０章 公用負担 

第１ 水防法第２８条の規定により公用負担の権限を行使できる者を下記のとおり定める。 

第１水防区 行田市長 行田市消防長 消防団長 

第２水防区 行田市長 行田市消防長 消防団長 

 

第２ 公用負担権限行使に係る身分証明書及び命令票は、次のとおりである。 

 

公 用 負 担 命 令 権 限 証 

                     ○○水防団 

                     氏名 

上記の者に行田市水防区域における水防法第２８条第１項の権限行使を委任することを 

証明する。 

     年  月  日 

                     行田市 

                     管理者  行田市長 

                     氏 名 

水防法（抜粋） 

第２８条 水防のため緊急の必要があるときは、水防管理者、水防団長又は消防機関の長は、水防の

現場において、必要な土地を一時使用し、土石、竹木その他の資材を使用し、若しくは収用し、車

両その他の運搬用機器を使用し、又は工作物その他の障害物を処分することができる。 
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第    号 

公 用 負 担 命 令 票 

 

   目的物        種類        員数       

 

   負担の内容、使用収容処分等                 

        年  月  日 

                     行田市 

                     管理者  行田市長 

                     氏 名 

水防法（抜粋） 

第２８条 水防のため緊急の必要があるときは、水防管理者、水防団長又は消防機関の長は、水防の

現場において、必要な土地を一時使用し、土石、竹木その他の資材を使用し、若しくは収用し、車

両その他の運搬用機器を使用し、又は工作物その他の障害物を処分することができる。 

 

第１１章 決壊等の通報 

各水防区において堤防の決壊又はこれに準ずべき事態の発生した場合は、警鐘、警笛、防災行政無

線、サイレン等により通報すると共に、本部長に、急報するものとする。通信関係途絶の際は、伝令

をして連絡するものとする。 

 

第１２章 水防通信連絡 

  各水防区に電話連絡係を置き、管理者、県土整備事務所、警察等へ連絡にあたるものとする。 

  水防時における水防機関相互における通信連絡は、迅速かつ円滑に行うものとする。 

連 絡 先 電話番号 連  絡  先 電話番号 

行田市役所（管理課） 048-550-1552 行田警察署 048-553-0110 

須加公民館 048-557-3507 行田市消防本部 048-550-2119 

荒木公民館 048-557-3506 行田市消防署 048-550-2123 

北河原公民館 048-557-3508 南河原支所 048-557-0001 

埼玉公民館 048-559-0047 行田県土整備事務所 048-554-5211 

太井公民館 048-553-0766 国土交通省利根川上流河川事務所 0480-52-9839 

須加小学校 048-557-2185 〃    川俣出張所 048-563-1992 

ＮＴＴ東日本－関信越 

災害対策室 

048-626-6623 水資源機構利根導水総合事業所 048-557-1501 
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水防倉庫看守人 

地 元 住      所 氏   名 電   話 

酒巻 行田市大字酒巻１８８５ 石川 敏雄 ５５７－０３０８ 

下中条 行田市大字下中条１７２８ 飯塚 茂夫 ５５７－１００３ 

中郷 行田市大字須加４５８０ 松島 照治 ５５７－２０６３ 

舟戸 行田市大字須加４７９７ 新井 正基 ５５７－２７３０ 

 

第１３章 水防配備体制 

１ 各配備体制による活動内容等については、次のとおりとする。 

配 備 体 制 活 動 内 容 

災

害

対

策

本

部

を

設

置

し

な

い

体

制 

１号体制 

（予備体制） 

 

 

 水害の発生が予測される場合に、通

常の組織をもって、主に情報の収集及

び伝達を任務として活動する体制        

１ 気象に対する情報の収集 

２ 水害危険区域等の巡視 

３ 被害状況の把握 

２号体制 

（警戒体制） 

 

水害が発生し、又は発生する恐れが

ある場合に、通常の組織をもって、主

に被害状況の調査及び応急対策として

活動する体制 

 

 

 

 

 

 

１ 気象に対する情報の収集 

２ 水害危険区域等の巡視 

３ 被害状況の把握 

４ 被害状況の県への報告 

５ 必要に応じて関係機関等への連絡 

６ 必要に応じて市長等への報告 

７ 初期水害応急対策 

８ 水害情報に関する広報 

災

害

対

策

本

部

を

設

置

す

る

体

制 

３号体制 

（本部体制） 

 

相当規模の災害が発生し、又は発生

する恐れがある場合に、災害対策本部

を設置し、救助その他の応急対策を推

進する体制 

 

 

 

 

         

１ 災害対策本部の設置 

２ 気象に対する情報の収集 

３ 水害危険区域等の巡視 

４ 被害状況の把握 

５ 被害状況の県への報告 

６ 関係機関等への通報 

７ 災害応急対策 

８ 災害情報に関する広報 

４号体制 

（非常体制） 

 

 非常災害又は甚大な災害が発生した

場合に、設置されている本部体制から

全職員を挙げて、救助その他の応急対

策を強力に推進する体制 

 全職員が直ちにそれぞれの役割に応じた

災害対策業務を実施 
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２ 各配備体制別の動員 

行田市地域防災計画における災害対策本部の所掌事務を準用する。動員については、防災安全課に

提出する災害対策配備態勢動員計画表のとおりとする。 

部 班 課 室 名 班 課 室 名 

市民生活部 総 務 班 防 災 安 全 課 生 活 班 地域づくり支援課 

男女共同参画推進ｾﾝ

ﾀｰ 

被 災 者 対 策 班 市 民 課 

南 河 原 支 所 

総合政策部 企 画 班 企 画 政 策 課 管 財 ・ 輸 送 班 財 産 管 理 課 

秘 書 ・ 渉 外 班 秘 書 課 広 報 広 聴 班 広 報 広 聴 課 

財 政 班 財 政 課   

総 務 部 文 書 班 総 務 課 調 査 総 括 班 人 権 推 進 課 

総 務 課 

選 挙 管 理 委 員 会 

人 事 給 与 班 人 事 課 

被 害 調 査 班 税 務 課 

食料調達配給班 税 務 課 

収 納 課 

契 約 班 契 約 検 査 課 

環境経済部 防 疫 班 環 境 課 農 業 対 策 班 農 政 課 

農 業 委 員 会 廃 棄 物 処 理 班 環 境 課 

商 工 対 策 班 商 工 観 光 課   

健康福祉部 救 護 配 給 班 福 祉 課 

保 険 年 金 課 

避 難 所 対 策 班 高 齢 者 福 祉 課 

子 ど も 未 来 課 

持 田 保 育 園 

長 野 保 育 園 

南 河 原 保 育 園 

救 護 保 健 班 保 健 セ ン タ ー 

都市整備部 都市施設対策班 都 市 計 画 課 給 水 班 水 道 課 

住宅応急対策班 建 築 開 発 課 水道施設対策班 水 道 課 

下 水 道 処 理 班 下 水 道 課   

建 設 部 水 害 情 報 班 管 理 課 公有建物対策班 営 繕 課 

土 木 対 策 班 道 路 治 水 課   

 経 理 班 会 計 課   

消 防 本 部 

 

消 防 本 部  消 防 団  

消 防 署    

学校教育部 学 校 対 策 班 教 育 総 務 課 

学 校 教 育 課 

  

生涯学習部 教 育 施 設 班 ひとつくり支援課 

ス ポ ー ツ 振 興 課 

文 化 財 保 護 課 
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協 力 部 協 力 班 議 会 事 務 局 

監 査 事 務 局 

学校給食センター 

教育研修センター 

中 央 公 民 館 

図 書 館 

郷 土 博 物 館 

  

 

３ 所掌事務 

  ⑴ 総務班の措置 

    総務班は、平素から関係各課と協議し、内水被害発生等の原因究明に努めるほか、災害対策物

品の確保に努め、災害発生時には、速やかな対応が図れるようにする。 

    また、災害発生時には、庁内各課との連絡調整や行田警察署、ライフライン等の防災関係機関

と連絡をとり、円滑な初動対応ができるよう努めるものとする。 

 

  ⑵ 水害情報班の措置 

    水害情報班は、防災関係機関からの水害や道路交通等に関する情報の収集・把握に努めるもの

とする。 

 

  ⑶ 土木対策班の措置 

    土木対策班は、次の災害予防及び災害応急対策に当たるものとする。 

   ① 集中豪雨等から市街地の家屋浸水を防止するため、巡視を行い、河川等の水位の状況、市内

の状況を把握するものとする。 

② 河川の水位が警戒すべき状況と判断した場合には、関係機関と密接な連絡を取り合うととも

に、状況により被害軽減を図るための措置をとるものとする。 

 

第１４章 避難のための立退 

第１ 立退 

 １ 本部長は、必要があると認めたときは、その区域内の居住者に対し、立退を指示するものとする。

ただし、著しく危険が切迫しているときは水防長が指示を行い、その結果を本部長に通報するもの

とする。 

  

２ 本部長は、立退を指示したときは立退区域の所管警察署長及び知事に通報しなければならない。 

 

第２ 避難場所 

  市内において定めた立退区域、避難場所、指導者等は別表第３（Ｐ２０・２１）によるものとする。 

 

第１５章 協 力 

第１ 河川管理者の協力 

 １ 河川管理者関東地方整備局長は、自らの業務等に照らし可能な範囲で、水防管理団体が行う水防
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のための活動に次の協力を行う。 

 ⑴ 水防管理団体に対して、河川に関する情報（川の水位、河川管理施設の操作状況に関する情報、

ＣＣＴＶの映像、ヘリ巡視の画像等）の提供 

 ⑵ 水防管理団体に対して、氾濫（決壊又は溢流）想定地点ごとの氾濫到達市区町村の事前提示、

及び水防管理者等から異常な漏水等についての通報を受けた場合には通報すべき関係者（関係機

関・団体）の提示 

 ⑶ 堤防が決壊したとき又は越水・溢水若しくは異常な漏水が発生したときは河川管理者による関

係者及び一般への周知 

 ⑷ 重要水防箇所の合同点検の実施 

 ⑸ 水防管理団体が行う水防訓練及び水防技術講習会への参加 

 ⑹ 水防管理団体及び水防協力団体の備蓄資器材で不足するような緊急事態に際して、河川管理者

の応急復旧資器材又は備蓄資器材の提供 

 ⑺ 水防管理団体及び水防協力団体の人材で不足するような緊急事態に際して、水防に関する情報

又は資料を収集し、及び提供するための職員の派遣 

 

２ 河川管理者埼玉県知事は、自らの業務等に照らし可能な範囲で、水防管理団体が行う水防のため

の活動に次の協力を行う。 

⑴  水防管理団体に対して、河川に関する情報（川の水位、河川管理施設の操作状況に関する情報

等）の提供 

 ⑵ 水防管理団体に対して、氾濫（決壊又は溢流）想定ごとの氾濫到達市区町村の事前提示、及び

水防管理者等から異常な漏水等についての通報を受けた場合には通報すべき関係者（関係機関・

団体）の提示 

  

⑶ 堤防が決壊したとき又は越水・溢水若しくは異常な漏水が発生したときは河川管理者による関

係者及び一般への周知 

 ⑷ 重要水防箇所の合同点検の実施 

 ⑸ 水防管理団体が行う水防訓練及び水防技術講習会への参加 

 ⑹ 水防管理団体及び水防協力団体の備蓄資器材で不足するような緊急事態に際して、河川管理者

の応急復旧資器材又は備蓄資器材の提供 

 ⑺ 水防管理団体及び水防協力団体の人材で不足するような緊急事態に際して、水防に関する情報

又は資料を収集し、及び提供するための職員の派遣 

 

第１６章 水防解除 

  水位が水防団待機水位以下に減じ水防の必要がなくなったときは、管理者は、県係員と協議の上、

水防解除すると共に知事にその旨を報告する。 

 

第１７章 水防てん末報告 

水防活動が終結したときは、様式１（Ｐ２２）により、行田県土整備事務所へ報告するものとする。 



別表第１

連  絡  系  統  図
　（１）　一般加入電話・ＦＡＸ

関東地方整備局 国土交通省利根川上流河川事務所
（加入電話）　0480-52-9839

気象庁予報部 （FAX）       0480-52-9852

埼玉県県土整備部河川砂防課 行田市役所（防災安全課）
（加入電話）048-830-5137（直通） （加入電話）　048-556-1111
（FAX）     048-830-4865（直通） （FAX）       048-556-2117

埼玉県行田県土整備事務所 行田市役所（管理課）
（加入電話）　048-554-5211 （加入電話）　048-550-1552
（FAX）       048-554-5216 （FAX）       048-553-2521

行田市消防本部
（加入電話）　048-550-2119
（FAX）       048-556-8151
行田市消防署（２４時間）
（加入電話）　048-550-2123
（FAX）       048-550-2125

※ 水防警報については、埼玉県行田県土整備事務所から伝達された警報を
　 行田市役所（管理課）から同所（防災安全課）へ伝達する。

　（２）　警察電話

埼玉県県土整備部河川砂防課
（加入電話）048-830-5137（直通）
（FAX）     048-830-4865（直通）

埼玉県警察本部

（加入電話） 048-832-0110

行田警察署 行田市役所（管理課）
（加入電話）　048-550-1552

（加入電話） 048-553-0110 （FAX）       048-553-2521

行田市消防本部
（加入電話）　048-550-2119
（FAX）       048-556-8151
行田市消防署（２４時間）
（加入電話）　048-550-2123
（FAX）       048-550-2125

補助系

基本系

1８



別表第２

行田市水防用具資材保管状況表

スコ カッ 掛矢 大ハ ツル オノ 鋸 ナタ 鎌 鎌 唐鍬 ペン 照明 ヘッド ロー 筵 シー 麻袋 pp土 丸太 竹 鉄パイ 鉄線

ップ ター ンマ ハシ （小） （大） チ 具 ランプ  プ （PP製）  ト のう プ杭

丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 巻 枚 枚 袋 俵 本 本 本 ㎏

48.60 21 2 6 4 3 3 2 1 2 0 2 6 2 10 20 15 1 300 1,700 20 0 800 31

下中条下元屋敷 コンクリートブロック 39.94 24 2 5 5 3 3 1 1 1 2 1 4 1 0 25 15 1 150 1,850 20 50 300 31

水防倉庫 積波型鉄板葺平屋建

須加中郷 コンクリートブロック 39.94 40 2 10 6 3 2 2 7 12 2 2 5 2 10 40 15 10 300 3,700 20 0 800 31

水防倉庫 積波型鉄板葺平屋建

須加舟戸 29.16 20 2 4 0 3 3 1 1 1 1 0 5 1 0 25 15 1 200 1,800 40 0 600 31

水防倉庫

計 105 8 25 15 12 11 6 10 16 5 5 20 6 20 110 60 13 950 9,050 100 50 2,500 124

【酒巻水防倉庫】 ・照明器具１台（スタンド含む）・ランプ１個・発電機３台・コードリール１個・燃料タンク１個

【下中条下屋敷水防倉庫】 ・照明器具１台（スタンド含む）・発電機１台・コードリール１個・燃料タンク１個

【須加中郷水防倉庫】 ・照明器具１台（スタンド含む）・発電機１台・コードリール１個・燃料タンク１個・テント１１張

【須加舟戸水防倉庫】 ・照明器具１台（スタンド含む）・発電機１台・コードリール１個・燃料タンク１個

【市役所】 ・デジタルカメラ　1台

酒巻水防倉庫 木造亜鉛葺鉄板平屋建

木造亜鉛葺鉄板平屋建

１
９

　　（令和２年４月１日現在）

名　　　称 構　　　　　造 面　積

保　　　管　　　場　　　所



別表第３

立退区域 立退指導者

1 中央小学校 380 人 行田警察署員

2 忍中学校 890 人 1,270 人 及び

6 商工センター 900 人 地区自治会長

7 コミュニティセンターみずしろ 390 人 1,290 人

9 南小学校 470 人

11 行田中学校 870 人

13 佐間公民館 180 人

15 男女共同参画推進センター 130 人 1,650 人

17 持田公民館 230 人

持田 18 西小学校 480 人

19 西中学校 550 人 1,260 人

21 星河公民館 180 人

22 北小学校 300 人

23 進修館高等学校 860 人

24 総合体育館 3,060 人 4,400 人

26 太井公民館 210 人  

27 泉小学校 390 人 600 人  

33 東小学校 470 人

34 長野中学校 900 人

35 進修館高等学校 550 人

36 桜ヶ丘小学校 390 人

38 長野公民館 240 人

39 県立行田特別支援学校 290 人 2,840 人

44 荒木小学校 240 人

45 見沼中学校 730 人 970 人

46 須加小学校 400 人

47 須加公民館 120 人 520 人

49 北河原小学校 240 人

51 総合福祉会館 2,500 人 2,740 人

52 南河原小学校 400 人

53 南河原中学校 780 人 1,180 人

地区別合計

忍

行田

太井

避　　　難　　　場　　　所

北河原

須加

佐間

星河

長野

荒木

収容人数

南河原

２０



別表第３

立退区域 立退指導者

57 埼玉小学校 280 人 行田警察署員

58 埼玉中学校 340 人 及び

59 埼玉公民館 110 人 730 人 地区自治会長

星宮 61 星宮小学校 330 人 330 人

63 下忍小学校 400 人

64 下忍公民館 100 人 500 人

40 県立総合教育センター 710 人

65 太田公民館 170 人

66 太田西小学校 440 人

67 太田東小学校 330 人

68 太田中学校 320 人

69 地域文化センター 120 人 2,090 人

合　　　　　　　計 22,370 人

太田

避　　　難　　　場　　　所 収容人数 地区別合計

下忍

埼玉

２１



様式１

合　計

被害箇所

住民の協力

死傷者

避難情報の
発令状況

注　１ 各水防管理団体は、水防を行った箇所毎に作成すること。
2 各水防管理団体は、速やかに所管県土整備事務所を経由して知事に報告すること。
3 平面図、横断図等は適宜添付すること。

連絡先

水防活動実施報告書　　第　　　報

　　　　　　　年　　　　月　　　　日

水防管理団体名

作成者

課所名

　　　　　　雨量　　　　　　　㎜

川　　　　水位　　　　　　　ｍ
出水の概況

　　　　川　　　左　岸　・　右　岸　　　　　　　　市　　　　　　　　　地先

水防作業の概
況及び工法

自　　　　　　月　　　　　日　　　　時　　　　・　　　　至　　　　　　月　　　　　日　　　　時

作業準備　　・　　作業開始　　・　　作業中　　・　　作業完了

水防実施箇所

日時

使用資機材

亀裂　・　漏水　・　法崩れ　・　越水　・　溢水　・　破堤　・　洗掘　・その他（　　　　　　　）

原因は（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　調査中　・　不明　）

堤防　　・　　高水敷　　・　　水門　　・　　樋管　　・　　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

被害状況及び
水防の状況

今後、（大幅に拡大する　・　拡大する　・　小規模にとどまる　・調査中　・不明）と見込まれる

その他消防団員水防団員
出動人員（人）

２２



令和○年台風○号における水防活動
（埼玉県行田市消防団・令和○年○月○日～○日）

活動時間 出動延人数 主な活動内容

○/○～○/○
約12時間

○名
・土のう積み（300袋）
・避難誘導（20世帯）
・排水作業（3件）

行田市消防団は、令和○年○月○日、台風○号の影響に伴う集中豪雨に際し、延べ○部隊○名が出動。市内では、１時間雨量１００㎜
を超える豪雨により河川が増水。各地で越水により床上浸水等の被害を受ける危険な状況の中、堤防への土のう積みや住民の避難誘導、
人命救助を行い人的被害の軽減のため活動した。

○概 要 （例）

水防活動または
被害状況写真

水防活動または
被害状況写真

水防活動または
被害状況写真

水防活動または
被害状況写真

水防活動実施箇所
地図

○○川（○○地先）
堤防巡視

○○川（○○地先）
積み土のう工

○○川（○○地先）
月の輪工

○○地区の浸水被害

様式２



Ａ　水防上最も重要な区間 Ｂ　水防上重要な区間

 

越 水
( 溢 水 )

　計画高水流量規模の洪水の水位（高潮区間の堤防に
あっては計画高潮位）が現況の堤防高を越える箇所。

　計画高水流量規模の洪水の水位（高潮区間の堤防に
あっては計画高潮位）と現況の堤防高との差が堤防の
計画余裕高に満たない箇所。

堤 体 漏 水

　堤防の機能に支障が生じる堤体の変状 の履歴(被災
状況が確認できるもの)があり、 類似の変状が繰り返し
生じている箇所。
  堤体の土質、 法匂配等からみて堤防の機能に支障が
生じる堤体の変状の生じるおそれがあり、かつ堤防の
機能に支障が生じる堤体の変状の履歴 (被災状況が確
認できるもの) がある箇所。
　水防団等と意見交換を行い、 堤体漏水が生じる可能
性が特に高いと考えられる 箇所。

　堤防の機能に支障が生じる堤体の変状の履歴(被災
状況が確認できるもの)があり、安全が確認されていな
い箇所、又は堤防の機能に支障は生じていないが、進
行性がある堤体の変状が集中している箇所。
　堤防の機能に支障が生じる堤体の変状の履歴(被災
状況が確認できるもの)はないが、堤体の土質、法匂配
等からみて堤防の機能に支障が生じる堤体の変状の生
じるおそれがあると考えられる箇所。
　水防団等と意見交換を行い、 堤体漏水が生じる可能
性が高いと考えられる箇所。

２
４

基 礎 地 盤
漏 水

　堤防の機能に支障が生じる基礎地盤漏水に関係する
変状の履歴 (被災状況が確認できるもの)があり、類似
の変状が繰り返し生じている箇所。
　基礎地盤の土質等からみて堤防の機能に支障が生じ
る変状の生じるおそれがあり、かつ堤防の機能に支障
が生じる基礎地盤漏水に関係する変状の履歴 (被災状
況が確認できるもの) がある箇所。
　水防団等と意見交換を行い、 基礎地盤漏水が生じる
可能性が特に高いと考えられる箇所。

　堤防の機能に支障が生じる基礎地盤漏水に関係する
変状の履歴 (被災状況が確認できるもの) があり、安全
が確認されていない箇所、 又は堤防の機能に支障は
生じていないが、 進行性がある基盤漏水に関係する変
状が集中している箇所。
　堤防の機能に支障が生じる基礎地盤漏水に関係する
変状の履歴 (被災状況が確認できるもの)はないが、基
礎地盤漏水の土質等からみて堤防の機能に支障が生
じる変状の生じるおそれがあると考えられる箇所。
　水防団等と意見交換を行い、 基礎地盤漏水が生じる
可能性が高いと考えられる箇所。

水 衝 ・ 洗 掘

　水衝部にある堤防の前面の河床が深掘れしているが
その対策が未施工の箇所。
　橋台取り付け部やその他の工作物の突出箇所で、堤
防護岸の根固め等が洗われ一部が破損しているが、そ
の対策が未施工の箇所。
　波浪による河岸の決壊等の危険に瀕した実績がある
が、その対策が未施工の箇所。

　水衝部にある堤防の前面の河床が深掘れにならない
程度に洗掘されているが、その対策が未施工の箇所。

利根川右岸重要水防箇所評定基準

重　　要　　度
種　　別 要 注 意 区 間



Ａ　水防上最も重要な区間 Ｂ　水防上重要な区間

工 作 物

　河川管理施設等応急対策基準に基づく改善措置が必
要な堰、橋梁、樋管その他の工作物の設置されている
箇所。
　橋梁その他の河川横断工作物の桁下高等が計画高
水流量規模の洪水の水位（高潮区間の堤防にあっては
計画高潮位）以下となる箇所。

　橋梁その他の河川横断工作物の桁下高等と計画高
水流量規模の洪水の水位（高潮区間の堤防にあっては
計画高潮位）との差が堤防の計画余裕高に満たない箇
所。

工 事 施 工

　出水期間中に堤防を開削する工事箇所また
は仮締切り等により本提に影響を及ぼす箇
所。

新 堤 防 ・ 破 提 跡
旧 川 跡

　新堤防で築造後３年以内の箇所。
　破堤跡または旧川跡の箇所。

陸 閘 　陸閘が設置されている箇所。

２
５

種　　別
重　　要　　度

要 注 意 区 間



延　長 想定される

種　別 階級 地　先　名 （ｍ） 水防工法

越水(溢水) Ｂ 156.5 上35 積み土俵工
堤体漏水 Ｂ 156.0 かご止め工
越水(溢水) Ｂ 156.0 積み土俵工
基礎地盤漏水 Ｂ 155.5 下10 釜段工
越水(溢水) Ｂ 155.5 下10 積み土俵工
基礎地盤漏水 Ｂ 155.5 下135 125.3 釜段工
旧川跡 要注
越水(溢水) Ｂ 155.5 下135 積み土俵工
基礎地盤漏水 Ｂ 155.0 下185 釜段工
越水(溢水) Ｂ 155.0 下185 積み土俵工
堤体漏水 Ｂ 155.0 下231 かご止め工
越水(溢水) Ｂ 155.0 下231 積み土俵工
堤体漏水 Ｂ 154.5 上60 170.7 築きまわし工

かご止め工
越水(溢水) Ｂ 154.5 上60 積み土俵工
堤体漏水 Ｂ 154.5 下15 74.8 築きまわし工
旧川跡 要注 かご止め工
越水(溢水) Ｂ 154.5 下15 積み土俵工
堤体漏水 Ｂ 154.0 上69 409.9 築きまわし工

かご止め工
越水(溢水) Ｂ 154.0 上69 積み土俵工
堤体漏水 Ｂ 154.0 上64 4.9 築きまわし工
旧川跡 要注 かご止め工
堤体漏水 Ｂ 154.0 上64 築きまわし工
旧川跡 要注 154.0 下10 かご止め工

154.0 下10 築きまわし工
154.0 下40 かご止め工

越水(溢水) Ｂ 154.0 下40 積み土俵工
堤体漏水 Ｂ 153.5 下254 築きまわし工

かご止め工
越水(溢水) Ｂ 153.5 下254 積み土俵工
堤体漏水 Ｂ 152.0 下10 かご止め工

Ｂ

行田市大字須加 1274.5

堤体漏水 Ｂ 行田市大字須加 29.9

74.2

712.5行田市大字須加利右153－3

工作物 行田市大字須加 154.0 下20 1箇所

511.0行田市大字酒巻

行田市大字酒巻

行田市大字下中条 550.5

利右154－5

利右155－3
計算水位と現況堤防高の差が余裕高未満（流下能力不足）
堤体（基礎地盤漏水の土質等）の機能に支障が生じる可能性がある箇所

行田市大字下中条 46.1

行田市大字下中条

行田市大字下中条

計算水位と現況堤防高の差が余裕高未満（流下能力不足）
堤体（基礎地盤漏水の土質等）の機能に支障が生じる可能性がある箇所

利右155－1

計算水位と現況堤防高の差が余裕高未満（流下能力不足）
堤体の変状が生じるおそれがある箇所（堤防脆弱性･安全性照査）

利右153－4
計算水位と現況堤防高の差が余裕高未満（流下能力不足）
堤体の変状が生じるおそれがある箇所（安全性照査）

利右154－1

利右154－3
計算水位と現況堤防高の差が余裕高未満（流下能力不足）
堤体の変状が生じるおそれがある箇所（堤防脆弱性･安全性照査）
旧川跡

利右154－4

堤体の変状が生じるおそれがある箇所（堤防脆弱性･安全性照査）
旧川跡

番　　号

計算水位と現況堤防高の差が余裕高未満（流下能力不足）
堤体の変状が生じるおそれがある箇所（安全性照査）

利右154－2
計算水位と現況堤防高の差が余裕高未満（流下能力不足）
堤体の変状が生じるおそれがある箇所（堤防脆弱性･安全性照査）

利右155－2
計算水位と現況堤防高の差が余裕高未満（流下能力不足）
堤体（基礎地盤漏水の土質等）の機能に支障が生じる可能性がある箇所
旧川跡

行田市大字下中条

行田市大字須加

利根川右岸重要水防箇所

重　要　度 重　要　水　防　箇　所
重　要　な　る　理　由

粁杭位置（K，ｍ）

利右156－1
計算水位と現況堤防高の差が余裕高未満（流下能力不足）
堤体の変状が生じるおそれがある箇所（安全性照査）

535.5行田市大字酒巻

利右153－2
武蔵大橋
流下能力不足

利右154－6

計算水位と現況堤防高の差が余裕高未満（流下能力不足）
堤体の変状が生じるおそれがある箇所（堤防脆弱性･安全性照査）

利右153－1

２
６

堤体の変状が生じるおそれがある箇所（堤防脆弱性･安全性照査）

計算水位と現況堤防高の差が余裕高未満（流下能力不足）
堤体の変状が生じるおそれがある箇所（堤防脆弱性･安全性照査）
旧川跡

行田市大字須加



Ａ　水防上最も重要な区間 Ｂ　水防上重要な区間

 越 水 ( 溢 水 )
　計画高水位または既往最大水位に対して、堤防余裕
高がなく、最も危険が予想される箇所。

　計画高水位または既往最大水位に対して、堤防余裕
高が少なく危険が予想される箇所。  

堤 体 漏 水

　堤防の機能に支障が生じる堤体の変状 の履歴があ
り、 類似の変状が繰り返し生じている箇所。

　堤防の機能に支障が生じる堤体の変状の履歴があり
安全が確認されていない箇所、または堤防の機能に支
障は生じていないが、堤体の変状が集中している箇所。

基 礎 地 盤 漏 水

　堤防の機能に支障が生じる基礎地盤漏水に関係する
変状の履歴があり、類似の変状が繰り返し生じる箇所。

　堤防の機能に支障が生じる基礎地盤漏水に変状の履
歴があり、安全が確認されていない箇所、または堤防の
機能に支障は生じていないが、基盤漏水に関係する変
状が集中している箇所。

堤 防 断 面
　堤防断面が上下流に比べ狭く、既往洪水流量に対し
最も危険が予想される箇所。

　堤防断面が上下流に比べ部分的に狭く、既往洪水流
量に対し危険が予想される箇所。

法 崩 れ ・ す べ り
　法崩れまたはすべりの実績があり、その対策が施工さ
れていない箇所で最も危険が予想される箇所。

　法崩れまたはすべりの実績があり、その対策が暫定
であり危険が予想される箇所。

2
7 漏 水

　堤体から濁水が湧出した実績があり、その対策がされ
ていない箇所。

　堤体または提内地の部分から清水が湧出した実績が
あり、その対策が暫定の箇所。

水 衝 ・ 洗 掘

　水衝部にある堤防の前面の河床が深掘れしているが
その対策が未施工の箇所。
　橋台取り付け部やその他の工作物の突出箇所で、堤
防護岸の根固め等が洗われ一部が破損しているが、そ
の対策が未施工の箇所。

　水衝部にある堤防の前面の河床が深掘れにならない
程度に洗掘されているが、その対策が未施工の箇所。

工 作 物
　樋門、樋管等の堤防横架工作物で、供用時期が古く、
沈下、漏水等により不慮の事故が予想される箇所。

工 事 施 工
　堤防を開削する工事箇所または仮締切り等
により、本提に影響を及ぼす箇所。

新 堤 防 ・ 破 提 跡
旧 川 跡

　新堤防で築造後３年以内の箇所。
　破堤跡または旧川跡の箇所。

　　　　　※１　堤防高か゛概ね３メートル以上を有する高築堤河川で、警戒を必要とする区間は「高築堤・高」と表示する。

　　　　　※２　事業着手及び完了区間の評定は、現在の事業計画上の水位により行い、これ以外の評定は、既往最高水位により行う。

　　　　　　　 　なお、事業着手区間とは事業認可区間をいう。

　　　　　※３　重要区間内において、特に危険な箇所は　★　で示す。

重　　要　　度
種　　別 要 注 意 区 間

埼玉県管理区間の重要水防箇所評定基準



左右 延　長 想 定 さ れ る

種　別 階 級 岸別 地　先　名 （ｍ） 水 防 工 法

福 ２ 高築堤 高 右
熊谷市西野
行田市大字北河原

6.1
0.0

 6,100 積 土 の う 工高築堤河川

2
8

福川重要水防箇所

番　　号
重　要　度 重　要　水　防　箇　所

重　要　な　る　理　由
粁杭位置（K，ｍ）



２９ 

○行田市水防協議会条例   平成１７年１２月２７日条例第８４号 

改正 平成２４年３月２７日条例第１５号 

 

行田市水防協議会条例 

（設置） 

第１条 水防法（昭和２４年法律第１９３号）第３４条の規定に基づき、行田市水防協議

会（以下「協議会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 協議会は、別表に掲げる河川の水防計画その他水防に関し重要な事項を調

査審議する。 

（組織） 

第３条 協議会は、会長１人及び委員２０人以内をもって組織する。 

２ 会長は、市長をもって充てる。 

３ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。 

(１) 学識経験者 

(２) 水防関係団体の代表者 

(３) 関係行政機関の職員 

（任期） 

第４条 学識経験者である委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

２ 水防関係団体の代表者である委員及び関係行政機関の職員である委員の任期

は、当該職にある期間とする。 

３ 前２項の規定にかかわらず、市長は、特別の理由があると認めるときは、その任期

中においても、解嘱し、又は免ずることができる。 

（会長） 

第５条 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。ただし、会長に事故があるとき、

又は会長が欠けたときは、会長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。 

（会議） 

第６条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の

決するところによる。 

（庶務） 

第７条 協議会の庶務は、建設部管理課において処理する。 



３０ 

（委任） 

第８条 この条例に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が会

議に諮って定める。 

附 則 

この条例は、平成１８年１月１日から施行する。 

附 則（平成２４年３月２７日条例第１５号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

別表（第２条関係） 

河 川 名 区         域 

利根川（右岸） 行田市大字北河原字立野１５９３番３地先から行田市大

字須加字久伊豆５０４０番地先まで 

福川（右岸） 

（旧福川を含む。） 

行田市大字北河原字里前４９８番地先から行田市大字

北河原字下野１６２４番地先まで 
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情 報 伝 達 様 式 集 ほ か 



送受信チェック表－１（洪水予報）

第　　　　　　号　

送　信　元 確認相手

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） 防災無線　・　ＮＴＴ

送　信　元 確認相手

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

伝達機関 確認相手

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

：

：

 ( 利根川上流部 ／ 渡良瀬川下流部 ／ 神流川  ／ 烏川流域 ／ 中川 ／ 江戸川 ／ 綾瀬川（谷古宇区間） 

／ 荒川 ／入間川流域 ／ 綾瀬川中流部 ／ 芝川・新芝川 ／ 新河岸川　）　　洪水予報

：

着信確認時間
本文の受信方法

着信確認時間

：

：

確認者 本文の受信方法

本文の受信方法

電話番号

電話番号

（ＦＡＸ番号）

（ＦＡＸ番号）着信確認時間

電話番号

（ＦＡＸ番号）

：

：

確認者

：

：伝

達

先

基
本
系

補
助
系

受

信

確

認
確認者
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送受信チェック表－２（水防警報）

第　　　　　　　号

送　信　元 確認相手

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） 防災無線　・　ＮＴＴ

送　信　元 確認相手

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

伝達機関 確認相手

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

発表河川：　　

　　水　防　警　報　　　（　待機　　準備　　出動　　指示　　情報　　　解除）　　　　

基準水位観測所：

：

：

本文の受信方法
（ＦＡＸ番号）

：

伝

達

先

電話番号
確認者

：

：

着信確認時間

：

：

電話番号
確認者 本文の受信方法

着信確認時間 （ＦＡＸ番号）

：

受

信

確

認

基
本
系

電話番号
確認者 本文の受信方法

着信確認時間 （ＦＡＸ番号）

：

補
助
系
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送受信チェック表－３（水位情報通知）

第　　　　　　号　

送　信　元 確認相手

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） 防災無線　・　ＮＴＴ

送　信　元 確認相手

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

伝達機関 確認相手

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

ＮＴＴ-ＦＡＸ

（ ） その他（　　　　　）

 ( 小山川（栗崎） ／ 小山川（内ヶ島） ／ 福川 ／ 女堀川 ／ 中川 ／ 元荒川 ／ 大落古利根川 ／ 新方川 

 ／ 市野川（天神橋） ／ 市野川（慈雲寺橋） ／ 入間川 ／ 鴨川（日進上） ／ 鴨川（鴨川排水機場） ／ 鴻沼川

 ／ 柳瀬川 ／ 黒目川 ／ 唐沢川 ）　　　水位情報通知

：

：

本文の受信方法
（ＦＡＸ番号）

：

伝

達

先

電話番号
確認者

：

：

着信確認時間

：

：

電話番号
確認者 本文の受信方法

着信確認時間 （ＦＡＸ番号）

：

受

信

確

認

基
本
系

電話番号
確認者 本文の受信方法

着信確認時間 （ＦＡＸ番号）

：

補
助
系
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水 防 工 法 の 説 明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




















